
避難場所の確認は約半数の方が対策をしています。
その他の項目は30％程度しか対策をしていません。
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大震災を忘れがち・やや忘れがち

大震災を忘れがちとは思わない・忘れがちとは全く思わない
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函館市で東日本大震災調査成果講演会を開催しました

【今回の講演会の感想・意見の一部を紹介します】
• 防災教育を学校教育に積極的にとりいれることを希望します。
• 災害状況の画像を見ると、当時の思いがよみがえってくるので、今後も忘れないよう、継続し
てこのような講演会などを開催することが必要である。

• 貴重な災害対策に関するお話を聞き、防災意識の重要性を再び強く感じました。
• 市で発行されている避難所マップやハザードマップを見て自分はどのようにすればいいかを
前もって確認しようと思う。

• 何年か後に、今回の報告のその後の情況も行ってほしい。

【回答者の職業】 【東日本大震災について忘れがちになっていると思いますか？】
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<回答者自身について> <身の周りの方について>

震災に対する危機感が高いほど、地震・津波への
対策を実施していることが分かりました。

会場となった函館高専からは、
36名の参加がありました。
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家族への連絡方法の確認

している していない

【地震・津波への備えをしていますか？】
(複数回答)

【地震・津波への備えをしていますか？】
(大震災を忘れがちになっているか？との回答別)

n=65 n=64 n=63

n=94 n=94

回答者自身については50％を超す方、回答者の周りの方につ
いては60%を超す方が「忘れがちだと思う」と回答しています。


